
－ ． 私
自
身
が
世
話
人
の一
人
を
つ
と
め
る
「
ア
ジ

ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラム」
第二
回
東
京
会
議

が
去
る
七
月
十一
日
か
ら
十三
日
ま
で、
東
京
と
大

磯
で
学
界・
財
界・
言
論
界な
ど
か
ら
の
多
数
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ、
数
多
く
の
成
果
を
得て
閉
幕

し
た。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は、
国
交
が
ない
が
ゆ
え

に、
経
済
的・
人
的
な
深い
つ
な
が
り
に
も
か
か
わ

ら
ず、
従
来、
十
分
に
広い
チャ
ネル
が
存
在
し
な

か
っ
た
日
本
と
台
湾
と
の
あい
だ
に、
高い
レ
ベ
ル

の
知
的
交
流
の
場
を
設
け
よ
う
と
し
て
発
足
し
た
も

の
で
あ
る。

昨
年
六
月
末
の
第一
回
会
識は、
李
登
輝
総
統
を

迎
え
て
台
北
で
幕
を
聞
け、
閉
会
後
は
日
本
側
代
表

団
と
と
もに
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
各社
の
特
派
員
全
員

が
李
総
統
と
親
し
く
会
談
す
る
機
会
が
あっ
て、
好

評
だっ
た。
北
京
の
天
安
門
事
件
直
後
だっ
た
だ
け

に、
台
北の
対
中
国
大
陸
政
策
が
大い
に
注
目
さ
れ

た
の
で
あ
る。

・
今
年
の
第二
回
会
議
に
は、
台
湾
か
ら
現
職
閣
僚
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の
郭
擁
容・
経
済
建
設
委
員
会
主
任
委
員
（
前
財
政

と
い
う
の
に、：
こ
れ
ま
で
日
台
聞
に
な
かっ
た
こ
と

部
長〈

大蔵大
臣〉）
が
貴
賓
と
し
て
出
席
し、
「
世
界

な
の
で
あ
る。
そ
のこ
と
自
体
が
異
常
で
あ
り、
日

経
済
の
中
の『
台
湾
経
験」」
と
題
す
る
特
別
講
演
を・・
台
関
係は）
今
回、一
そ
の
正
常
化
に
向かっ
て一
歩

行つ
Fた。
郭
女
史は、
昨
年
五
月
の
ア
ジ
ア
開
発
銀

前
進
で
き
た
と
言
え
よ
う。

行
年
次総
会
に
初め
て
台
湾
代
表
を
率い
て
北
京
を

今
回は、
巴
本
政
府・
外
務
省
も
主
体的
な
立
場

訪れ、
人
気
を
博
し
た
才
媛
で
あ
る。
十一
日
夜
の

か
ら
大
局
的
な
判
断
を
し、
現
職
閣
僚
の
入
国
も
可

開
会
式
に
臨
ん
で
は
高
原
須
美
子
さ
ん
と
隣
を
接

能
で
あっ
たJ
い
ま
や
国
際
経
済
の
相
互
依
存
関
係

し、
日
台
双
方
の
前・
現
職
の
経
済
企
画
庁
長
官が

が
ま
す
ま
す
進
み、
政
治
や
イ
デ
オロ
ギ
ー
の
壁
を

談
笑
し
てい
る
姿は
大
変
好
ましい
も
の
で
あ
り、

越
え
て
人
の
交
流
を
拡
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

ま
た、
レ
セ
プ
ショ
ン
の
席
上
で
竹
下
元
首相
ら
日

い
時
代な
の
だ
か
ら、
国
交が
な
く
て
もプ
交
流は．

本
の
各
界
人
士
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
印
象
的
で

で
き
る
よ
うに
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
そ
う
で

あっ
た。
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‘
、
な
け
れ
ば、
世
界
に
聞か
れ
た
日
本
だ
と
は
言
え
な－－

だ
が、
こ
の
よ
う
な
光
景
は、
台
湾
が
日
本
の
貿，

い
で
あ
ろ
う。
わ
が
国は、
N
I
E
S
諸
国（
地
域）

易相
手
国
（
地
域）．
と
し
て
第
四
位、
台
湾
側か
ら

と
の
関
係
の
強
化
そしば
し
ぽ
唱
文
てい
るEJ
そ
の

す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
次い
で
日
本
が
重
要
な
相
手
だ
；
！
N
I
E
S
の
中
で
もっ
と
も
安
定
し、
もっ
と6も
成
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績
の
よい
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湾
を
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き
に
し
て、
ア
ジ
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地
域
の
将
来
を
語
る
わ
け
に
は
い
か
ない
こ
と
を、
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再
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